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事業種目 ダム事業 事業採択年度 Ｈ５  現 計 画 再評価時点  

着工年度 未着工 総事業費 － 290 億円
事 業 名 武庫川ダム建設事業 

再評価年度 Ｈ１０ 内用地補償費 － 66 億円

事業区間  二級河川 武庫川水系 武庫川 完成予定年度 －  H19 

所 在 地 
   左岸：宝塚市川面 

右岸：西宮市塩瀬町 

進 捗 率 
(内用補進捗率)

－    4.2％( 0 ％)

事業の目的（Ｈ１０再評価時点） 事業内容（Ｈ１０再評価時点） 

 河川改修と併せて武庫川ダムにより武庫川下流域の
 洪水被害を防除するとともに、ダム堤体を利用して
レクリェーションの場を設け県民の利用に供する。 

重力式コンクリートダム 
・ダム高     ７３ m 
・堤体積     １８ 万ｍ3 
・総貯水量     ９５０ 万ｍ3 

進捗状況  

【事業の経緯】                                
 ・昭和58年９月 台風１０号と前線による洪水発生                  
 ・平成５年４月   武庫川ダム建設事業が補助採択 （ﾚｸﾘｪｰｼｮﾝ多目的ダム事業） 
 ・平成10年12月  事業評価監視委員会から「事業継続は妥当」との意見     
         ただし、自然環境や景観の保全に十分配慮（公共事業全般）、 
         対話行政を進めるなど情報公開を含めた広報活動の強化に努力 
                 すべき（武庫川ダム）との付帯意見               
 ・平成11年12月 条例に基づき、環境影響評価概要書を作成し、知事に提出   
  平成12年５月  環境影響評価概要書に対する知事の審査意見書       
 ・平成12年８月まで 武庫川下流沿川住民への説明会を２５回開催（10年６月～）
 ・平成12年９月  県議会で知事が「武庫川の治水対策に対する合意形成の新たな
         取り組みを行い、総合的な治水対策を検討したい」と表明   
 ・平成15年３月  第１回「(仮称)武庫川委員会」準備会議（「(仮称)武庫川委員
         会」のﾒﾝﾊﾞｰ選定及び運営方法について検討）を開催     
 ・平成15年８月まで 準備会議を６回開催（「(仮称)武庫川委員会」の委員構成に
           ついて検討）                          
 ・平成15年９月  第７回準備会議(委員選定について検討) 

社会情勢の変化 

       

武庫川の治水対策は、河川改修と併せたダムの建設が最も効果的で現実的である
と判断し、県は武庫川ダム建設事業を平成５年度から開始した。 
その後、市民の価値観の多様化や参加意識の高揚の中で、事業の進め方や治水計
画の内容、環境対策についての様々な意見が、県民等から意見書、署名、要望書の
形で県に提出された。また、近年の異常気象による集中豪雨を見ると、河川改修や
ダム建設だけでは十分な対応が出来ない現象も発生している。 
このため、県は、武庫川の治水対策に対する合意形成の新たな取り組みを始める
とともに、河川整備基本方針、河川整備計画策定に向け学識経験者や地域住民によ
る（仮称）武庫川委員会を設置し、総合的な治水対策をゼロベースから検討してい
くこととした。 

評価視点 評価結果の説明    

  

 ○必要性 
 

 これまでに、地形測量、地質調査、環境調査、流量観測などを実施してきた。 
 今後、(仮称)武庫川委員会において、ダムの必要性についても、ダムのある場合、
無い場合の両方について幅広い角度から検討していただくことになるが、その際、
治水計画の基礎とする流量の設定や、流域の環境とそれへの影響が主要な検討項目
の一つになると考えられる。                        
 このため、流量観測や環境調査を継続して実施し、データを蓄積するとともに、
（仮称）武庫川委員会での検討に資するための調査を予定している。 

    再 
の  々
結 評 
果 価 

 

調査継続  左 
の 
理 
由 

 武庫川ダム建設事業については、河川整備基本方針、河川整備計画を策定中
であることから、これらの策定に必要な調査に限定して継続妥当である。 

 


